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リチウムイオン電池 
新構造で全固体に

　リチウムイオン電池では有機溶媒を使用した
電解液が用いられている．この電解質を固体化
することで，電池の安全性やエネルギー密度の
向上が期待されている．しかし，酸化物系の固
体電解質を用いて電池を作製する場合，活物質
と電解質の物理的な接触が弱い，あるいは電解
質のイオン伝導性が低いなどの問題がある．こ
れらの欠点を克服して，全固体電池を作製する
ことが求められている．その一つの解決方法と
して，全固体電池の構造化が挙げられる．大き
さが 100μm～1000μm程度大きさで規則的に配
列した四角いホールを有する Li7La3Zr2O12 から
なる数 cmの大きさの板状電解質を作製し，そ
のホール内に正極活物質となる LiCoO2 や
LiMn2O4 を注入し焼結することで酸化物正極と
酸化物固体電解質をより多くの界面で接触させ
ることができる．活物質の注入には，これらの
活物質用のゾルと数μm程度の大きさの粉体を
混合したスラリーを用いている．板状電解質の
底部は緻密な層となっており，セパレータの役
割を果たし，その底部にリチウム金属を張り付
けることで電池を作製することができる．リチ

ウム金属と固体電解質の接触にも気を付ける必
要がある．金属とセラミックスの濡れの問題で
ある．リチウム金属と LLZ は化学的に反応し
ないのでリチウム金属を安定に使用することが
でき，電解質が固体となっているので，電池の
安全性も確保することができる．一つの電池に
貯蔵できるエネルギー密度を電池の単位重量当
たりで表現すると，350W h kg-1 程度になるこ
とが予想される．使用する固体電解質の量をさ
らに低減することで，500w h kg-1 に近い電池
を作製することができる．現時点では正極容量
の向上や界面接触の改善が必要となっている．
今後さらにセラミックスのプロセス技術を高度

化させることで，これらの課題は克服できるも
のと考えられる．いずれにしても，室温で酸化
物固体電解質を用いて電池が作動できたことは
大きな進展であり，全固体電池の実現に向け大
きな期待が寄せられている．セラミックス技術
をベースに開発される電池であり，セラミック
ス粒子の製造や焼結の技術が必要であり，今後
いろいろな分野のセラミックスに関する知識が
求められる．
（首都大学東京大学院都市環境科学研究科
金村聖志）
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　本書は，昭和 39 年発刊の「X線工業分析」4集後，名称を「X線分
析の進歩」と変更してから数えて 44 番目，つまり合集として 48 番目．
ほぼ年に 1回発刊されているシリーズの最新号である．
　2012 年 10 月 30 日から 11 月 2 日の 3日間，名古屋大学で開催された
第 48 回 X線分析討論会の講演・発表内容に従い，これに国際会議報告
やX線分析機器紹介まで掲載した，現時点でのX線分析技術に関する
総集編と言える．

　内容的には，学術的あるいは基礎的な報告集と言うよりも，現在のX
線分析技術の応用技術の報告集という色彩が強く，現技術でどこまでの
分析が可能かを紹介したものである．「和歌山カレーヒ素事件鑑定資料
の軽元素組成の解析」や「ハンドヘルド型蛍光X線分析装置を用いた
汚染地域における植物と土壌の分析」など，X線分析の専門家ならずと
も興味がわくような報告も掲載されており，現在のX線分析の応用技
術を俯瞰できる一冊である．

　目次と，掲載されている論文，報告書数を以下に示す．
Ⅰ．総説・解説：4件　　Ⅱ．原著論文：21 件
Ⅲ．国際会議報告：4件　　Ⅳ．新刊紹介：7件
Ⅴ．既掲載X線粉末回折図形索引　　Ⅵ．2012 年 X線分析のあゆみ
Ⅶ．X線分析関連機器資料　　Ⅷ．既刊総目次
Ⅸ．X線分析の進歩 44　　索引

（編集委員　笠井清人）


